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　青梅市では、現在学校の「再編」が検討されてい
ます。私は、「小さな規模でも各地域に学校を残す
努力が必要」と訴えてきました。
　それでも、校舎の更新の検討は必要です。現在、
市内では第二小学校をのぞくすべての小中学校の
校舎が築４０年を超え、５０年超が数多くなって
いるからです。
　新しい校舎を考える際に、「なるべく小規模で、
木のぬくもりを感じる校舎にするのがよいのでは
ないか」というのが今回の質問の趣旨でした。

　私は、全国の事例を調べ、１月に愛媛県の２つの
町の木造の学校校舎を視察しました。内子町の小
田小学校（2014年竣工）と、鬼北町の広見中学校
（2024年竣工）です。
　木造校舎は、自然に湿度が調節されるため、窓の
結露がなく、カビが生えにくいこと、掃除も掃くだ
けで簡単なこと、修繕や維持のコストが低いこと
など多くのメリットがありました。
　そして、なんといっても雰囲気がよくぬくもり
と明るさに包まれるような校舎でした。様々な面
で環境にも優しく「教育的」な校舎だと感じまし
た。

　文科省は、「１学年に複数クラスがあるのが適正
規模だ」と言いますが、その考え方に縛られる必要
はありません。１学年１クラスでも、学校全体の仲
が良く、地域のみなさんが参加し、連携している事
例は、青梅にも全国にもたくさんあります。
　今後も、小さな木造校舎で、自然を生かした青梅
ならではの学校づくりをめざすことを求めていき
ます。また、大きな規模の学校でも、木造の棟を複
数棟にわけて建築するのが、公共施設の更新の手
法として有効ではないかとも提案しました。現在、
あちこちの自治体で大型の公共施設の更新が、資
材高騰と人手不足で中断する事態が増えていま
す。「なるべく小さく、分散させる」発想に転換する
ことが必要です。
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